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学士課程教育における自己点検とその改善に関する年次報告書（総評）  理学部 

 

１．評価結果一覧 

自己点検・評価

単位 

分析

項目 
1-1-1 

分析

項目 
2-1-1 

分析

項目 
2-1-2 

分析

項目 

2-2-1 

分析

項目 

2-2-2 

分析

項目 

3-1-1 

分析

項目 

4-1-1 

分析

項目 

4-2-1 

分析

項目 

4-2-2 

分析

項目 

5-1-1 

分析

項目 

5-1-2 

分析

項目 

5-2-1 

数学プログラム ５ ５ ４ ４ ４ ５ ５ ４ ４ ５ ４ ５ 

物理学プログラム ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

化学プログラム ５ ４ ４ ４ ４ ５ ４ ４ ４ ５ ４ ５ 

生物学プログラム ４ ４ ４ ４ ４ ５ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

地球惑星システム

学プログラム 
５ ５ ５ ５ ４ ５ ５ ５ ５ ５ ４ ５ 

 

自己点検・評価

単位 

分析

項目 
6-1-1 

分析

項目 
6-2-1 

分析

項目 
6-3-1 

分析

項目 
6-3-2 

分析

項目 
6-3-3 

分析

項目 
6-4-1 

分析

項目 
6-4-2 

分析

項目 
6-4-3 

分析

項目 
6-5-1 

分析

項目 
6-6-1 

分析

項目 
6-6-2 

分析

項目 
6-6-3 

数学プログラム ５ ５ ５ ５ ４ ５ ４ ４ ５ ５ ５ ５ 

物理学プログラム ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ５ ４ ４ ４ 

化学プログラム ５ ５ ４ ４ ４ ５ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

生物学プログラム ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ５ ４ ４ ４ 

地球惑星システム

学プログラム 
５ ５ ５ ５ ５ ５ ４ ４ ５ ４ ５ ４ 

 

自己点検・評価

単位 

分析

項目 
6-6-4 

分析

項目 
6-6-5 

分析

項目 
7-1-1 

分析

項目 
7-1-2 

分析

項目 
8-1-1 

分析

項目 
8-1-2 

数学プログラム ４ ５ ４ ４ ５ ５ 

物理学プログラム ４ ４ ４ ４ － － 

化学プログラム ４ ４ ４ ４ － ４ 

生物学プログラム ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

地球惑星システム

学プログラム 
４ ５ ５ ４ － － 

 

（⑤十分に適合する ④適合する ③やや適合する ②余り適合しない ①適合しない） 
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２．評価結果に対する総評 

学士課程教育における主専攻プログラムの自己点検・評価は，教育研究上の基本組織（領域

１），内部質保証（領域２），情報の公表（領域３），施設及び設備並びに学生支援（領域４），

学生の受入（領域５），教育課程と学習成果（領域６），教育の国際性（領域７），リカレント

教育の推進（領域８）の基準と分析項目に照らし，評価根拠となるエビデンスに基づき実施さ

れた。すべて４以上の評価となっており，おおむね適合する。今後より評価項目に的確に沿っ

た目標を達成することを目指して，一層の改善に努めていく必要がある。 

 

領域１ 教育研究活動等を展開する上で，必要な運営体制が適切に整備され機能していること
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活用されていることについては，数学・化学・生物・地球惑星システムの各学科では，

自習に使用できるスペースが独自に用意されており，物理学科でも研究室配属前は学

内共有施設などを案内して，学生のニーズに応えている。また，数学科では全国有数

の規模を持つ数学図書室をもち，和書には自由にアクセス可で，さらに洋書も利用で

きる体制をつくっている。地球惑星システム学科は，建物改修によりラウンジを新た

に設置し，自習室や討議室として活用している。E003 理学部自習室には，ロッカーを

整備し自習環境を整えている。また，講義棟各所に教室の空き時間を掲示し，コロナ

下での online 授業や自習のためのスペースとして効率的に活用できる対策を講じた。

これに加えて，昨年度より以下の対応をおこなっている。1)E102 講義室（マイクロン
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 基準６－３ 学位授与方針に則して，適切な履修指導，支援が行われていることにつ

いては，チューターによる成績不振者の履修指導や学習相談を行っている。社会的・

職業的自立を図るために必要な能力を培うために，インターンシップを卒業単位とし

て認めている。また，7 割近くが進学しており，将来社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を大学院でさらに積み上げ，高度な能力を身に着けることを目指してい

る。障害のある学生，留学生，その他履修上特別な支援を要する学生に対する支援体

制についても，学生支援室に留学生担当の職員を配置し，様々な問題解決に当たっている。 

 基準６－４ 教育課程方針に則して，公正な成績評価が厳格かつ客観的に実施されて

いることについては，広島大学が導入している到達目標型教育プログラムを実施して

おり，もみじにより，評価基準を明示している。学士課程教育卒業時アンケート集計

データにおける学生の達成度についての評価，大学院進学状況，就職状況などから，

教育効果が上がっていると考えられる。 

基準６－５ 大学等の目的及び学位授与方針に則して，公正な卒業判定が実施されて

いることについては，卒業論文の指導体制も充実しており，卒業論文発表会を開催し

て成果の発表と評価を行っている。また取得単位の確認を踏まえて，卒業認定基準と

の照合を厳格に行っている。 

基準６－６ 大学等の目的及び学位授与方針に則して，適切な学習成果が得られてい

ることについては，各学科において６割から 8 割もの学生が大学院へ進学しており，

高度な知識と技術を持つ人材となることを目指している。また，卒業者が就職または

進学した割合も９５％となっている。就職先へのアンケート実施方法について検討し，

グローバルキャリアデザインセンターが実施し，今後も継続する予定である。 

領域７ 基準７－１ キャンパスの国際化及びグローバル人材育成の取組が，体系的に行われ

ていることについては，外国人留学生選抜を B 日程(2 月実施)・C 日程(3 月実施)に

おいて実施し，共通テストを受験できない留学生に受験機会を提供するとともに，地

球惑星システム学科では英語で完結できるプログラムを用意し入学後の受け入れ態勢

も整えている。日韓学生交流による国費留学生の受け入れや，peace プログラムによ

る短期留学生の受け入れ実績もある。また，理学部の入学時ガイダンスなどで START

プログラム/e-START プログラムについて紹介している。 

領域８ 基準８－１ リカレント教育を推進するための工夫，社会人向けプログラム，初等中

等教育との連携や生涯学習の取組が体系的に行われていることについては，広く社会

人を対象とした講座を開設している。 

 


